夫君 は 木 村さん に 尋ねました。 

「このお 茶 は 誰が 飲む のです か」 

「私です よ」 

とこのと き 工場へ 入つ てきた 竹 内さん が 申しました- 

その 口の きき 方が いかにも 俊 夫君 を 馬鹿にして いるよ 

うな 口調でして、 私 も いささか 腹が たちました。 

俊 夫君 は 土瓶の 蓋 を 取って 見ました。 

「竹 内さん が 飲む お茶 だけに、 中々 うまそう な 色 をし 

ている」 

と、 俊 夫君 も 負けて はいません。 ずいぶん 皮肉な 言 

い 方 をした。 



「何とも 思わぬ けれど、 検査に は 念に 念 を 入れて おか 

ねばな リ ません よ」 

「だって、 私が 盗む わけ もない し、 竹 内 だってもう 半 

年 もいて、 正直な こと は 保証付きの 人間です から、 そ 

れ はやられ るまで もないでしょう」 

俊 夫君 は むっとして 言いました。 

「身体 検査が いやなら、 僕 はこの 事件から 手 を 引き ま 

す。 警察の 人に やって もらって ください」 

木 村さん も、 竹 内さん も 仕方なし に 俊 夫君に 身体 検 

査を 受けました。 ことに 竹 内さん は 嫌な 顔 をし ました _ 

すると 俊 夫君 は 意地悪く も、 馬鹿丁寧に、 竹 内さん の 



つぶした ような 顔 をして いました。 

私 は 自動車に ゆられながら いろいろ 考えました。 俊 

夫君が 申しました ように、 エック ス 光線にまで かけて 

検査す るに は、 それだけの 理由がなくて はなり ません。 

すると 木 村さん か 竹 内さん かどちら か 〔# 「どちら か」 

は 底本で は 「どち から 匕 一 人が 白金 を 飲んで いるか もし 

れ ません。 私 は 早く 岡 島 先生の 検査の 模様が 見たい も 

のと、 自動車の 走る のさえ、 もどかしく 感じました。 

不思議な お茶 



「おばさん、 僕お 腹が すいた から、 買って きた パン を 

工場で 食べさせても らいます よ。 冷たい お茶 はあり ま 

せんか」 

「あります。 先刻、 沸かした のがもう 冷めて おります 

よ」 

警視庁に は 果たして 小 田 刑事が おられました。 小 田 

さん は 俊 夫君と は大の 仲よ しで、 俊 夫君 は 小 田さん の 

こと を 「p のお じさん」 と 呼びます。 P は 英語の 

police (警察) の 最初の 文字 だそう です。 「p のお じさ 

ん」 という 綽名 は 小 田さん は 嫌いだ そうです が、 これ 



まで 度々 俊 夫君に 手伝って もら つ て 手柄 をされ たので、 

俊 夫君の 言う こと はけつ して 怒りません。 

小 田さん すなわち 「p のお じさん」 は、 俊 夫君の 手 

紙と 聞いて さっそく 開いて 見られ ましたが、 その 顔 は 

急に 輝きました。 

「よろしい、 万事 こちらで 取り計ら うと、 俊 夫君に 話 

して くれた まえ」 

と言われました。 

私 一人、 俊 夫君の 事務室 兼 実験室の 中に 寂しく 待つ 

ている と、 九 時 少し 過ぎに 木 村さん が 訪ねて きました。 



これ を 入れます よ」 

こう 言って 俊 夫君が 白金 線の 小片 を 液体の 中へ 入れ 

ると、 白金 はかす かな 音 をた てて、 見る 間にと けて し 

ま いました。 

おうすい 

「王水 〔(塩酸と 硝酸との 混合物)〕 です か？」 

と 木 村さん は 驚いて 申しました。 

「そうです。 けれど 竹 内さん の 飲む お茶 はこれ です」 

「え？ 何？ では あの 竹 内の 土瓶の 中 は 王水でした 

か？ あの 中へ 白金が とかされて いたんで すか？ そ 

り や 大変！」 

こう 叫んだ かと 思う と、 木 村さん は 後 を も 見ずに あ 



た ふた 駆け だしてい きました。 

「兄さん 僕ら も 木 村さん の 家へ 行こう」 

私たちが 木 村さん の 家の 前まで ゆく と、 木 村さん は 

中から 駆け だしてき ました。 

「俊 夫さん、 竹 内 は 土瓶 を 持って 帰った そうです。 早 

く 何とかして ください！」 

「おじさん、 あわてなくても よい、 兄さん、 自動車 を 

呼んで きて ください」 

と 俊 夫君 は 落ち着いて 申しました。 

ィ学実 験 I. 至 



警視庁 に は 俊 夫君が P のお じさんと 呼ぶ 小 田 刑事が 

おられて、 私たち をに こに こした 顔で 迎えて ください 

ました。 俊 夫君 は 小 田さん と 二人き りで、 しばらくの 

あいだ 何やら ぼそぼそ 話 をして おり ましたが、 それが 

ひるめし 

すむ と、 ちょうど 昼飯 時だった ので、 私たち は 小 田 さ 

ん といつ しょに うどんの ご馳走に なりました。 木 村 さ 

んは 相変わらず ぼんやりして いました が、 俊 夫君 は 快 

活に はしゃぎました。 

食事が ちょうど 終わった 時、 小 田 刑事の 部下の 波 多 

かくそで 

野さん が 角袖で ふうふう 言って 入って こられ ましたが 



時までに はき つと 帰って くる」 

こう 言った かと 思う と、 俊 夫君 は、 呆気に とられた 

私たち 二人 を 残して、 つかつかと 走り だしてい きまし 

た。 

退屈な 時間 もとうと う 暮れて 六 時に なりました。 あ 

たり は 少し 薄暗くな つ たかと 思う と 電灯が つきました。 

すると 約束 どおり、 俊 夫君が にこに こして 私たちの 室 

に 入つ てきました。 

「兄さん、 いま P のお じさんに 会ったら、 今夜 は 兄 さ 

んに 大いに 活動して もらわね ばなら ぬから、 うんと ご 

飯 を つめこんで 力 を 貯え ておいて ほしいと 言 つたよ」 
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